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浅 在 性 化 膿 性 疾 患 に 対 す るRU 28965の 使 用 経 験

深 谷 徹 ・高 橋 祥 公 ・大 河 原 章

北海道大学医学部皮膚科学教 室

1. 浅在性化膿性疾患13例 に対 してRU 28965を1日200～400mg,6～22日 投与 した。

2. 総合判定で,極 めて有用9例,有 用1例,や や有用3例 であ り,有 用以上の有用率は76.9%で あ

った。

3. Staphylococcus aureusの検出 された4例 の うち3例 はRU 28965投 与 によ り治癒 を認めた。

4. 副作用,臨 床検査値 異常 は1例 も認め られなか った。

RU 28965は,エ リスロマ イシ ンの誘導体 で,日 本ル

セル(株)で開発 中の新 しい経 口マ クロライ ド系抗生物質で

あ る。

本剤の特徴 は胃酸抵抗性 にす ぐれ,従 来のマクロライ

ド系抗生物 質よ りも吸収が良 く,半 減期が長いとされて

いる1)。

今回,わ れわれは本剤 を皮膚科領域の浅在性化膿性疾

患 に使用する機 会を得たので,そ の成績 を報告す る。

I.　対象および方法

対象 は1986年3月 か ら6月 までの間に当院皮膚科外来

を受診 した皮膚感染症患者13例 である。

なお,対 象疾患 となる浅在性化膿性疾患群 を以下の よ

うに6群 に分けて検討 を行 った。

第I群:毛 嚢炎(毛 包炎)

第II群:〓,〓 腫症,〓

第III群:伝染性膿痂疹,膿 痂疹性湿疹

第IV群:蜂 巣炎,丹 毒,表 在性 リンパ管炎,化 膿性爪

囲炎,〓 疸,感 染性血栓性静脈炎

第V群:皮 下膿瘍,化 膿性汗腺炎,感 染性粉瘤,集 簇

性〓瘡,慢 性膿皮症,肛 門周囲膿瘍

第VI群:外 傷 ・熱傷 ・手術創な どの二次感染,感 染性

褥瘡

本剤の投与方法 は1回100～200mgを1日2回,朝 ・

夕食前 に経 口投 与 した。投与期間 は6～22日,平 均12.8

日であ った。

効果判定 は各群 ごとに以下のように 自他覚症状の評価

項 目を定め,原 則 と して治療 開始 日,投 与3日 後,7日

後,10日 後,14日 後 に観察 を行 った。

第I群:丘 疹,膿 疱,硬 結

第II群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第III群:水 疱,び らん,発 赤,発 疹新生

第IV群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第V群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第VI群:自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹,膿 苔付着,浸 出

液

臨床効果 は,上 記観察 日毎 に投与前 と比較 した症状の

改善度 を総合 して,治 癒,著 しく改善,か な り改善,や

や改善,不 変,増 悪,著 しく増悪,の7段 階で判定 した。

細菌学的検討は,治 療 開始 日および可能ならば投与後

に も実施 し,細 菌学的効果 を陰性化,一 部消失,菌 交代,

不 変,不 明の5段 階で判定 した。 なお,分 離同定 した菌

株 についてのRU28965のMICを 日本化学療法学会標準

法によって,東 京総 合臨床検査 センターにおいて行った。

また,副 作用お よび臨床検査値異常の有無についても観

察を行 い,こ れ らの結果 を総合 して有用性を,極 めて有

用,有 用,や や有用,有 用 とは思われない,好 ましくな

い,の5段 階で判定 した。

II.　成 績

各症例 の治療経過 をTable 1に示す。治験症例は13例

で,男 性4例,女 性9例,年 齢 は18～64歳 であった。疾

患 の内訳 は,毛 嚢 炎2例,癌1例,〓 腫症1例,膿 痂疹

性湿疹1例,化 膿性爪囲炎1例,表 在性 リンパ管炎2例,

慢性膿 皮症1例,化 膿性汗腺炎1例,感 染性粉瘤2例,

二次感染(熱傷 の二次感染)1例 であった。臨床効果は治

癒8例,著 しく改善2例,や や改善3例 で,か なり改善

以上の有効率は76.9%で あ った。

細菌学的検 査では,検 査 を施行 し得た9例 から菌を分

離 同定 した。その うちStaphylococcus aureusを検出した

4例 の うち3例 では菌の陰性化 を認めた。

副作用お よび臨床検査値異常 は認められなかった。

以上の結果 を総合 して判定 した有用性 をTable 2に不

す。極めて有用9例,有 用1例,や や有用3例 であり,

有用以上の有用率 は76.9%で あった。

III.　考 察

RU 28965は,エ リスロマイシ ンの9位 のケ トンを2-
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Table 2 Utility

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965

9-•kO-•k(2- Methoxyethoxy) methyl•loxime•lerythromycin

Methoxyethoxymethyloximeで 置換 した新 しい半 合成マ

クロライ ド系抗生物 質であ り,そ の化学構 造式 をFig.

1に 示 した。本剤はエ リスロマ イシンとほぼ同等の抗菌

スペ ク トラム,抗 菌活性 を有 し,ま た,胃 酸抵抗性 にす

ぐれ,従 来のマクロライ ド系抗生物質よりも吸収が良く,

半減期が長い という特徴 を持 っている。臨床 においては,

従 来のマ クロライ ド系抗生物質の約1/4量 で同程度の効

果 が期待 される。実際,わ れ われは1日200～300mgの

投与量で,有 効率76.9%と い う良好 な成績 を得 ることが

で きた。

浅在性 化膿 性疾患 におい ては,Staphylococcus aureus

が主要病 原菌であ る。われわれの症例で も,細 菌学的検

査 を施行 し得た9例 の うち4例 でS.aureusが 検出され

た。 その4例 の うち3例 ではRU 28965投 与により菌陰

性化 がみ られ,治 癒 が得 られた。RU 28965がs.aureus

感染 に対 して有効であ ることが示 された。
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RU 28965 IN SUPERFICIAL SUPPURATIVE SKIN INFECTIONS

TORU FUKAYA, YOSHIMASA TAKAHASHI and AKIRA OHKAWARA 

Department of Dermatology, Hokkaido University, School of Medicine

1. A daily dose of 200-300 mg of RU 28965 was administered to 13 patients with superficial suppurative skin infec-

tions for 6-22 consecutive days. 

2. The results of the general evaluation were extremely useful 9 cases, useful 1 and fairly useful 3, with a utility 

rate of 76.9%. 

3 . In 3 of the 4 patients in whom Staphylococcus aureus was detected, the disease was cured after the administration of 

RU 28965. 

4. Neither side-effects nor abnormal clinical test values were observed in any of the cases.


